
熊谷東中学校だより 第２号
平成２９年 ５月３０日 笑顔 志 本気を合言葉に生徒が自分と自分の学校に誇りを

持って卒業することができる学校をつくる

熊谷市立熊谷東中学校長 原口 政明

志高く
新年度も２か月が過ぎました。子ども達は、元気に学校生活を送っています。朝、
校門で子ども達を迎えていますが、どの子も素直で、気持ちよいあいさつを交わすこ
とができ、私自身が子ども達から元気をいただいています。とてもあったかい学校で
す。
さて、本校では、「志高く」を学校教育目標に掲げています。私も、歴代校長から引

き継ぎ、「志高く」を大事にしていきたいと考えています。そこで、「志」について考
えてみました。
松下幸之助氏は、「志」について多くの著書で語っています。その一部を紹介します。
「道／自分には自分に与えられた道がある／広い時もある／狭い時もある／のぼり

もあれば／くだりもある／思案にあるときもあろう／しかし、心を定め、希望を持っ
て歩むならば／必ず道は開けてくる／深い喜びもそこから生まれてくる」
「本気になって志を立てよう／命をかけるほどの思いで志を立てよう／志を立てれ

ば、事はもはや半ば達せられたといってよい」
このように、「志」があるからこそ、物事を成し遂げていくことができるのでしょう。

ところで、「志」とは何でしょう。似た言葉で、「夢」や「目標」とは何でしょうか。
私見ですが考えてみました。

志：与えられた人生において、大切な何かを成し遂げて、自分のためだけでなく、
人のため、社会のために貢献しようとする決意

夢：人生において、自分は○○になりたいなどの個人的などうしても達成したいビ
ジョン

目標：志や夢を達成するために、今、取り組み、乗り越えていかなければならない
こと

子ども達は、志・夢・目標が定まっているのでしょうか。高い志を持って、中学校
生活に励んでいる子どもはごく少数かもしれません。松下氏も若いときには、「飯を食
わなければならないから働く」「番頭さんになりたいから一生懸命働く」「なんとなく
仕事に打ち込んでいたら、無上の喜びを感じるようになった」などと、決して志が高
かったわけではありません。いろいろなことに本気で取り組んでいく中で、志を高め
ていったようです。そして、世界屈指の大企業を誕生させ、社会のために多大なる貢
献をする大実業家となったのです。
私は、子ども達が自分の夢を実現し、社会のために働く人になるために、目の前の
目標に本気で取り組む子どもを育てていきたいと考えています。最初は、小さな目標
でかまいません。目標を夢へ、夢を志へとつなげていきます。そして、子ども達を、
自分と自分の学校に日本一の誇りを持って卒業できるように導いてまいります。
是非、ご家庭でも、志・夢・目標について、話題にしてみてください。

ラクビー県中学校大会 第１５回埼玉県バレーボール協会長杯争奪
5/13 中学生バレーボール大会男子バレー部
見事優勝 4/29、30、5/6
関東大会へ 第３位

学校教育目標
優しさのある生徒

志高く自ら学び考える生徒
たくましく生きる生徒

大人が手本となって
３減運動
○テレビ視聴時間
○ゲーム時間
○携帯電話時間



４／１８(火)第一回避難訓練を実施！
今年度第一回の避難訓練を 4/18 に実施しました。最初という

ことで学活中に大きな地震が起こったという想定で、教室から
の避難経路の確認が主の目的で行いました。今回は最初にして
は早く避難できましたが、おしゃべりが多かったのが残念でし
た。いざという時に指示が通らなくなりますので、今後注意し
ていきましょう。

4/21（金）離任式

4/21 に離任された 10 名の先生方が久しぶ
りに東中学校に来校されました。離任され
た先生は現状と熊谷東中への思いを一人一
人お話されていました。離任された先生方、
新天地でのご活躍をお祈りしております。

4/28（金）授業参観及びＰＴＡ総会
よろしく お願いします。

平成 29 年度ＰＴＡ新役員の皆様です。
会長根岸 広登
副会長野中 真人

黒澤 牧子
久武伊久子
鈴木 秀世
関口 幸子
内田 満貴
大澤 里織
泉田 節子

1 年生授業参観 大久保美和
4/28（金）全校朝会

4/28 校長先生から、人権旬間にともない、人権講話をい
ただきました。校長先生の小学校時代の体験談などが話さ
れました。その後生徒たちは、各教室で人権作文に取り組
みました。

５月１日（月）写生会
１年 学校
２年 スポーツ文化公園
３年 荒川緑地公園

途中から雨が降ってき
て最後までできませんで
した。

１年 ３年 外でもきちんと並べられた自転車（３年生）

５／１６(火)生徒朝会（放送委員会） ５／２２(月)西前校長掲額式

放送委員の仕事について説明してくれました。


